
A・Cは約12℃で露点に達する。

B・Eは約17℃で露点に達する。

① Dの空気だけ10℃の飽和水蒸気量の曲線にぶつからない。
② 9ｇ-5ｇ＝4ｇ

①Ａ～Ｅの空気1ｍ²を10℃まで冷やしたときに水
滴がでてこないのはどれか。
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空気Ａ～Ｅの中で最も湿度が高いのはどれか。

飽和水蒸気量に近いAとBを比べる。
Aの湿度は10÷13×100＝76.9・・
Bの湿度は15÷17×100＝88.2・・　よって最も高いのはBとなる。

表を参考にしてDの空気の湿度を四捨五入して
整数で求めなさい。
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空気Ａ～Ｅの中で露点が等しい空気の組み合わ
せはどれか。複数ある場合はすべて答えなさい。

5÷23×100＝21.7・・・
（水蒸気量÷飽和水蒸気量）×100

10点×5

左の図は、空気の温度と飽和水蒸気量
の関係を表したグラフである。また、下
の表は気温と飽和水蒸気量の関係を
示したものである。

Ａ～Ｅはそれぞれ別の状態の空気
をあらわしている。

これらを参考にして
【1】～【4】の問題に答えなさい。

天気とその変化

空気中の水蒸気の変化

②またその空気は１０℃まで冷やしたとき、あとど
のくらいの水蒸気を含むことができるか。
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